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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、他のタンパク質、dsRNA、低分子非コードRNA、およびmRNAと複合体を形成し、遺伝子発現を制御しmRNAを安定化させる二本鎖RNA（dsRNA）結合タンパク質をコードしています。このタンパク質（NF90、ILF3）は、T細胞におけるインターロイキン2の発現に必要な45 kDaの転写因子（NF45、ILF2）とヘテロ二量体を形成します。この複合体は、核mRNAの細胞質への再分配に影響を及ぼすことが示されています。NF45またはNF90タンパク質のノックダウンは、おそらくmRNAの安定化を阻害することにより、細胞増殖を遅らせます。一方、この遺伝子のアイソフォーム（NF110）は主に核内に局在するため、そのレベルが低下しても細胞増殖への影響はわずかです。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2014年12月]、機能：転写後レベルで二本鎖RNA制御遺伝子発現を促進する可能性がある。酸性β-グルコシダーゼ（GCase）やその他のmRNAのコード配列に結合する翻訳阻害タンパク質として作用し、GCase mRNAの翻訳開始段階で機能する。おそらくポリソームへの結合を阻害することにより機能する。タンパク質アルギニンN-メチルトランスフェラーゼ1の活性を調節する可能性がある。T細胞活性化時にIL2遺伝子の転写を調節する可能性がある。 DNA上で安定したDNA依存性プロテインキナーゼホロ酵素複合体の形成を促進する。,PTM:Arg-609はジメチル化されており、おそらく非対称ジメチルアルギニンとなる。,PTM:タンパク質アルギニンN-メチルトランスフェラーゼ1によってメチル化されている。,PTM:RNA依存性プロテインキナーゼ（EIF2AK2）によってリン酸化されている。,配列注意:コンタミネーション配列。ポリA配列の可能性がある。,配列注意:シーケンシングエラー。,類似性:1つのDZFドメインを含む。,類似性:2つのDRBM（二本鎖RNA結合）ドメインを含む。,サブユニット:FUS、SMNタンパク質、およびPRMT1と相互作用する。ILF2と複合体を形成する。 PRKDC/XRCC7にも結合し、PRKDC/XRCC7とG22P1/KU70およびXRCC5/KU80のヘテロ二量体複合体との相互作用を安定化させる可能性がある。ZNF346およびILF3とヘテロ二量体複合体を形成する。XPO5、ILF3、Ran、二本鎖RNAまたは二本鎖ミニヘリックスVA1 RNAとともに核外輸送複合体を形成する。XPO5、RAN、ILF3、ZNF346、二本鎖RNAとともに核外輸送複合体を形成する。XPO5およびZNF346と相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
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	NF90 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	NF90ポリクローナル抗体を用いたA549、K562、NIH-3T3細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

